
ポインセチア 〔祝福する、幸運を祈る、私の心 
は燃えている、聖なる願い、聖夜、清純〕 

◆ゲスト紹介 

  鹿屋市国際交流員 ジャン・ダイソン様 

◆会務報告 

1． Ｉ・Ｍ 開催のご案内 

 日時：令和 6 年 2 月 3 日(土)13：30～17：00 

 会場：黎明館講堂 

2． 鹿屋航空基地開隊 69 周年記念日行事のお礼 

3． RI 第 2730 地区次期地区チーム研修セミナー

開催について（ご案内） 

 日時：令和 6 年 2 月 17 日(土)10：30～ 

 場所：姶良公民館 

4． RI 財団室 NEWS 2024 年 1 月号 

5． 第 51 回ローターアクト地区年次大会について 

 日時：令和 6 年 3 月 2 日(土)・3 日(日) 

 会場：宮崎観光ホテル 

6． 職業奉仕月間 リソースのご案内 

7． 令和 6 年度新年会の開催について（鹿屋市国

際交流協会） 

8． バギオだより 2024 年 1 月号 

9． クラブ活動報告について（ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信委員会） 

10．年末年始休業のお知らせ（ﾛｰﾀﾘｰの友事務所） 

11．令和 6 年「はたちの献血キャンペーン」推進

用ポスターの掲示について（依頼） 

12．令和 6 年能登半島地震への支援について 

13．シンポジウムのご案内（小林 RC） 

   日時：2024 年 2 月 4 日(日)13：30～16 時 

   会場：小林市文化会館 大ホール 

14．週報 …… 鹿屋 RC・かのや東 RC・串良 RC 

きもつき RC・南九州大崎 RC 

15．1 月例会変更のお知らせ（かのや東 RC） 

   25 日(木)全員クラブ協議会の為 18：30～ 
 

◆伝達式 

 

 

 

 

 

ポール・ハリス・フェロー（池田さん） 

 

 
会長 前田数郎さん 

皆様お疲れ様です。  

本日の例会でいよいよ本年最後

の例会と成ります。 また、会長卓話

は本日、クリスマスと言う事も有りク

リスマスに付いて色々調べて来ましたので、皆様にお

伝えして本年最後の会長卓話とさせて頂きます。  

まず、クリスマスの起源ですが 12月 25日が「クリスマ

ス」になったのは紀元 4・5世紀頃といわれていますが、

由来について、正確な記録はありません。 

 また「クリスマス」が、イエス・キリストの誕生日であること

についてもはっきりしません。 一説には、元々ローマで

行われていたお祭りに、イエスの誕生日を祝うという意

味が付け加えられ、民衆に受け入れられたことによっ

て、「クリスマス」が定着していったようです。  

クリスマス・イブの意味と由来ですが、日本では一番

盛り上がる日はクリスマスではなく、「クリスマス・イブ」で

すよね？ 「クリスマス・イブ」を、クリスマスの前日と認識 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(40)44 名

35 名

87.50 ％

西ノ原 庄一 さん

会報・雑誌委員会

大石 博資 さん

１ 月 ２２ 日（月）

次回プログラム

会 員 数

出席報告出 席 数

出 席 率

3分間ｽﾋﾟｰﾁ：

卓  話  者：

担当委員会：

 
 

(火)高山温泉ﾄﾞｰﾑ

(木)セントロランド

(水)大黒本店志 布 志 み な と

01月17日

01月18日

01月15日

01月16日

01月16日

01月18日

01月17日

串 良

志 布 志

き も つ き

南九州大崎

メイクアップ情報

鹿 屋

か の や 東

(水)ﾎﾃﾙこばやし

(木)かのやｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ

(月)セントロ大隅
理事会：例会無し
(火)大黒本店
19：00～

   

会　長

副会長

幹　事

例会日 月曜日　12:30～13:30

例会場 ホテルさつき苑 TEL:40-1212

事務局 〒893-0064 鹿屋市西原1丁目9-10

ﾎﾃﾙさつき苑内

E-mail kanoya24@po5.synapse.ne.jp

： 梅北 健一

： 前田 数郎
： 遠矢 達一

鹿屋西ロータリークラブ

TEL:44-5811　FAX:41-1959

 

 

ＲＯＴＡＲＹ  第２０７８ 回 

WEEKLY  REPORT 

 

2023～24 年度国際ﾛｰﾀﾘｰ・ﾃｰﾏ 
RI 会長:ゴードンＲ.マッキナリ―（スコットランド） 

 

2023年 12月 25日     

ＮＥＷＳ

〔年明け初回例会〕 2024 年 1 月 15 日（月）18：30～  全員クラブ協議会＆新年会 



している方が多いと思います。  

実は、「クリスマス・イブ」のイブは「Eveninng」の意味。 

Eveninng は「晩」という意味です。 暗くなる夕方 4 時過

ぎから夜 11時頃までに使われる言葉。 

つまり「クリスマス・イブ」は「クリスマスの晩」という意味

です。キリスト教会の暦は、日が沈んだら新しい 1 日が

始まると考えられています。ですので、クリスマスも 12

月 24 日の夕方から始まります。つまり、12 月 23 日の

夕方 4時頃から 24日の夕方 4時頃までがクリスマスイ

ブ、24日の夕方 4時頃から 25日の夕方 4時頃までが

クリスマスということになります。  

また、なぜ、クリスマスには「メリー・クリスマス」と声を

かけ合うのでしょうか？ メリーは、英語で表記すると

「Merry」となります。「楽しい」とか「愉快な」という意味。 

つまり、「メリー・クリスマス」とは、「楽しいクリスマスを！」

や「クリスマスおめでとう！」と言い合っている事に成り

ます。 クリスマスといえば、サンタクロースですよね！  

西クラブの年末家族会にも同級生のサンタクロース 2

人組が表れて中々いい味を出していました。 

プレゼントをもらった子供さん達は大喜びの様でした。

会員の皆さんの中でも遠い昔の子供の頃、サンタクロ

ースに会いたくて、なんとか起きて待っていようと挑戦

したことがある人も多いのではないでしょうか？  

サンタ・クロースの起源は 4世紀の小アジア（現在の

トルコの辺り）に実在した、ニコラスという司教でした。ニ

コラスは、貧しくお金に困っていた家の煙突から金貨を

投げ入れ、その家族を救ったといわれています。 

投げ入れた金貨が、たまたま暖炉にかけてあった靴下

の中に入ったとか、この逸話がやがて「サンタクロース

が煙突から入ってくる」や、「プレゼントを靴下の中に入

れる」という習慣になったようです。 そして、このクリスマ

スの伝統はオランダで受け継がれていきます。 

17世紀になって、オランダ人が今のニューヨーク、当

時のニューアムステルダムを建設した際、その伝統も

一緒にアメリカに渡りました。 

オランダ語で「Sinterklaas」と呼ばれていたのが、英語

的な発音になおされて「Santa Claus」、つまり「サンタ・

クロース」となったのです。  

19世紀に入ると今のイメージ通り、トナカイのそりに乗

ってやって来て、煙突から入って来るのがサンタ・クロ

ースとされました。サンタ・クロースは子供達に夢を与え

る存在として、クリスマスの主役となりました。  

続いてクリスマスカラーというと、緑と赤ですよね？ 

実はクリスマスカラーにも意味があります。クリスマスの

緑と言えば、クリスマスツリーが連想されます。クリスマ

スツリーは、主に常緑樹を使用します。常緑の強い生

命力を持って 1年中葉を茂らせる緑の姿は永遠を表

し、さらに神の永遠の愛や、イエス・キリストが与える永

遠の命を象徴しています。そして、赤はイエス・キリスト

が私達に永遠の命を与えるために十字架にかけられ 

て亡くなった際に流した血を表しています。  

そして日本でお馴染みのクリスマスらしい料理といえ

ば、クリスマスケーキやチキンです。ところが、そのどち

らもアメリカで定番のクリスマス料理とは違います。 

アメリカで定番のクリスマス料理といえば、ターキー。 

クリスマスには、七面鳥を丸ごと焼いた料理がメインメ

ニューになります。 

日本のスーパーなどではあまり一般的ではないターキ

ーのお肉ですが、アメリカでは日常食の様です。 

西クラブでもケリーズ BBQ クラブを数回開催してアメリ

カの BBQ と日本の BBQの違いを勉強しました。  

次に、クリスマスにプレゼントを贈る習慣が始まった

由来は諸説あります。 

先述した聖ニコラスが人知れず困った人へ贈り物をし

たことや、イエス・キリストの誕生の際に東方から来た賢

人達が贈り物を携えてきたこと、などです。  

クリスマスはイエスの誕生日とされています。 

困っている人を助けたり、誰かに優しくすることはイエス

に対してしていることとなり、ひいてはイエスにバースデ

ー・プレゼントを贈ることとなると考えられています。 

ロータリークラブと共通する活動を感じます。  

クリスマスといえば、クリスマスソング！ 日本でも定

番の「きよしこの夜」や「もろびとこぞりて」は、「キャロル」

と呼ばれます。「キャロル」は、民衆的な賛歌・祝歌とし

て生まれた歌のこと。現代では、キリスト教文化圏にお

いて、クリスマス・イヴの夜に人々が歌うクリスマス聖歌

そのものを指す場合が多くなりました。私の幼少の頃は

北田交差点の小さなお店の 2階に住んでいました。 

今でも小さなお店ですが。クリスマス・イブの夜にはロウ

ソクを持って聖歌隊が北田の交差点でその「キャロル」

を歌っていたのを思い出します。  

次は日本のクリスマスの歴史を簡単にご紹介しま

す。1549年フランシスコ・ザビエルが日本に上陸しまし

た。その年からクリスマスが祝われたと考えられます。

1552年、現在の山口県山口市でカトリック教会の宣教

師が行った降誕祭のミサが記録に残る日本最初のクリ

スマスです。フロイスの『日本史』によると、1566年頃、

堺で敵対する 2つの軍勢の中からキリシタンの武士た

ちが集まりクリスマスを祝っています。鎖国前はキリスト

教徒の増加に伴い、信者の間でクリスマスがお祝いさ

れるようになっていきました。 

1612年、禁教令（キリスト教禁止令）が発布されます。

しかし、禁止されていたものの長崎の出島では「オラン

ダ冬至」と称してクリスマスが祝われていました。 

クリスマスの行事が途絶えることはなかったのです。 

鎖国が終了したあと、1873年のキリシタン放還令によ 



り、クリスマスが解禁となります。翌年には、東京第一長

老教会に所属する原胤昭（はら たねあき）「明治時代

のクリスチャンの実業家、地本問屋、浮世絵商」により、

日本人の手による最初のクリスマス・パーティが行われ

ました。ここでは、日本初のサンタ・クロースも登場。 

しかし、現在のサンタ・クロースのイメージからは程遠

く、カツラをかぶった殿様姿のサンタ・クロースだったそ

うです。マツケンサンバに出て来る殿様みたいだった

のでしょうか？  

明治後期になると、キリスト教信者であるかどうかに

かかわらず、クリスマスが浸透していきます。1892年、

正岡子規の句に「くりすます」という言葉が登場。 

さらに、1896年に「八人の子供むつましクリスマス」とい

う句を詠みました。こうして「クリスマス」という言葉が、俳

句の世界で初めて認められたカタカナの季語となりま

した。1900年、日本最初のサンタクロースの絵が登場

します。日曜学校向けの教材として発行された『さんた

くろう』（三太九郎）という本の表紙でした。1904年には

銀座のキリンビール明治屋でイルミネーションが点灯。

1910年、創業したばかりの不二家から、日本独自のク

リスマス・ケーキの原型となるものが発売されます。

1927年には、大正天皇祭として 12月 25日が祝日と

なったことで、クリスマスの習慣が、さらに広く普及して

いったといわれています。1928年の朝日新聞の記事

に、「クリスマスは今や日本の年中行事となり、サンタク

ロースは立派に日本の子供のものに」と掲載されまし

た。第二次世界大戦中は影を潜めていたクリスマス

は、戦後すぐに活気を取り戻し、全国の一般家庭でも

クリスマスが祝われるようになりました。  

日本と欧米では、クリスマスの過ごし方が違います。

まず、クリスマス・イブです。日本ではクリスマス・イブこ

そクリスマスのメインとなる日ですよね。恋人と過ごした

り、友達や家族とクリスマスパーティを楽しむのが一般

的ではないでしょうか？ しかし、欧米では 25日のクリ

スマスこそメインとなる日。クリスマスのディナーは 24日

の夜から行われますが、25日も祝うのが一般的。 

欧米では、クリスマス・イブは日本でいう大晦日で、クリ

スマスがお正月のようなイメージなのです。 

また、クリスマスは誰と過ごすことが多いでしょうか？ 

一般的に日本では恋人がいる場合は、恋人と過ごす

日といったイメージがあるかもしれません。  

小さなお子様がいる家庭では、クリスマスパーティをし

たりしているかもしれません。一方、欧米のクリスマス

は、家族や親戚が集まって過ごす家族の日です。 

誰と過ごすかも国によって違いますね。 

また、クリスマスケーキといえば、白い生クリームとイチ

ゴのシンプルなホールケーキが定番なんて方も多いの

ではないでしょうか？ このホールケーキを食べるという 

イメージも日本独自のものだったりします。 

アメリカでは、白や赤、緑色でアイシングされたクッキー 

が定番。クリスマスツリーや星型、雪だるまを型どった

可愛いクッキーが一般的です。 

ドイツでは、シュトーレンというドライフルーツやナッツが

練りこまれた甘い菓子パンを食べます。 

また、イタリアではパネットーネとパンドーロと呼ばれる

焼き菓子を食べますよ。プレゼントの数にも違いがあり

ます。日本ではクリスマスプレゼントをたくさんもらえるこ

とはありませんよね。しかし、海外の多くでは 1人が 10

～15個ほどのプレゼントを受け取るのが一般的です。

これは、海外でのクリスマスプレゼントが、日本でいうお

年玉のような存在だからです。家族や親戚、友人や恋

人がそれぞれにプレゼントを用意して、クリスマスツリー

の前に並べます。ですので、たくさんのプレゼントをも

らうことができるんです。いかがでしたでしょうか？  

クリスマスにもいろんな歴史や過ごし方があることが分

かりました。  

後、1週間もするとお正月です。 

こうしてみると年末年始は世の中の景色が目まぐるしく

変化しながら怒涛のように過ぎていきます。  

宗教観の薄い日本人としては、1年の行事としてクリス

マスでイエスの誕生日を祝ったかと思うと大掃除をして

年越しそばを食べて、神社に初もうでをするおおらかさ

が良いと思います。  

最後に来る年が鹿屋西ロータリークラブの皆様にと

って輝かしい年に成ります様に祈念して、本年最後の

会長挨拶に換えさせて頂きます。 

2024年も梅北幹事共々よろしく御願い致します。  

それでは、良い年をお迎え下さい。  

ご清聴ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

山﨑一浩さん 

“願われている”ことを 

いつしか忘れていませんか? 

今回は、「願いに気づく」ことの重要性について 

話したいと思います。願いとは、両親からの願い、

上司からの願い、会社からの願い、顧客からの願い

などです。これらの願いに気づき、それに応えてい

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E6%9C%AC%E5%95%8F%E5%B1%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%AE%E4%B8%96%E7%B5%B5


こうとすることが大切で、いわば使命感の源泉であ

るとも言えます。願いに関心も向けず、気づかずに

行動すれば、それはわがままな行動になることさえ

あるでしょう。この「願い」は「期待」と置き換え

ることもできます。今回あえて「願い」という言葉

を使っているのは、期待よりも深い想いがあるとい

うことを強調しているのですが、まあ、期待でも構

いません。 

子どものころは親の願いを受けて成長していき

ます。学生であれば教師の願いを受けるでしょう。

社会に出れば会社や上司の願いを受けますし、顧客

や取引先の願いも受けるでしょう。この願いに気づ

き、願いに応えようと努力する人は成長も早くなる

と考えます。なぜなら、成長する目的が自分以外に

あるからでしょうね。誰かのために努力するとき、

人は成長力が高まります。 

社会に出て若手のうちは、会社や上司、顧客、取

引先等の願いに気づいて素直に努力を重ねる人は、

周囲から見てすがすがしくみえます。さらに若いう

ちは会社や上司、顧客も願いや期待を本人に伝える

ことが多く、素直に向き合える環境も割と多いでし

ょう。しかし、経験を重ねていくといつしか願いを

掛ける側になることが多くなっていきますよね。 

一番分かりやすいのは、子どもができたときでし

ょう。親になれば子どもに願いをかけます。 

親になる以外にも後輩ができる、役職がつく、とい

ったことも願いを掛ける側になる転換点ですよね。 

しかし、ここで忘れてはならないのは、願いを掛け

る側になるということは、願いを掛けられる側にた

たなくなったではないということです。残念ながら、

それを忘れてしまっているかのような言動を目に

することが少なくありません。ふと私も感じること

があります。 

キャリアを重ねたり、後輩や部下ができたりする

と、願いを掛ける側になる。その一方で、後輩や部

下、さらには周囲から、願いを掛けられる側になっ

ていることを忘れてはいけません。子どもができた

場合は、子どもからも、なんらかの願いを掛けられ

ているのです。こうしたことに気づいているでしよ

うか。私はついつい忘れてしまいがちです。 

「もっとチームを引っ張ってほしい」「尊敬でき

る人であってほしい」など、後輩や部下、同僚は様々

な願いを持つものです。そうです、自分が若手のと

きに上司や先輩に抱いていた思いと同じです。ベテ

ランは後輩や若手から願われ、役職者は部下から願

われ、トップは全従業員から願われているのです。

いつしか願う側にだけ立ってしまい、願われる側に

いることを忘れてしまう。このようなことがないよ

うに、周囲の願いに関心を払い、周囲に良い影響を

与えられるように誰もが努力することで、より良い

職場が築かれていくのではないでしょうか。 

 

鹿屋市 地域活力推進課 

国際交流員 ジャン・ダイソン様 

●概要 

・ジャン・ダイソンと申します。鹿屋市の国際交流

員をしています。 

・アメリカ合衆国のカンザス州からまいりました。 

・以前は、アメリカ合衆国の外交官をしていました。 

・福岡領事館に在籍中は、福岡市や久留米市、北九

州市などのロータリークラブに呼ばれ、話をした

ことがありました。 

・ロータリークラブは、奉仕のクラブです。 

皆様は、目的のために集まり、学び、奉仕の活動

を行ってくださっていると思います。 

・私も本年度は、鹿屋市の国際交流員として、サン

タクロースとなり、度々子ども達への奉仕活動を

させていただいています。 

・子ども達にとって、サンタクロースと一人一人直

接話をする経験は、とても良い思い出になること

でしょう。子ども達に奉仕できることは、私にと

っても嬉しいことです。 

・ロータリークラブは奉仕を目的としたクラブで

すから、常日頃からそのような活動をされている

皆様に対しては、感謝の気持ちと羨ましいという

気持ちでいっぱいです。 

・本日は時間の都合により、ご用意したスピーチを

お話することができませんでした。そちらについ

ては、またの機会が

ありましたら、その

際にぜひお話させて

ください。 

 

◆スマイル報告             〈 2 件 〉 

〇メモリアルデー祝い、ありがとうございます。…… 

…………………………………………………… 黒松 

〇ダイソンさん、本日は素晴らしいスピーチありがと

うございました。私の姉も同じ職場の仲間として、

ダイソンさんのご活躍を心から応援しています。…

…………………………………………………… 四元 

〇本日の米山 BOX スマイルは 2,272円です。 

  累計(一般) 252,000 円 

（財団） 60,158 円    （米山） 43,966 円 

＊＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊＊ 

 
週報担当： 東郷 


